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環境

国際
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労働

環境

サステナブル生産システム
省エネルギ⽣産システム

Industrie4.0
デジタルエンジニアリング
シミュレーション
AM技術
MEMS技術

グローバル生産システム

変種変量⽣産
需要同期生産
垂直⽴ち上げ

技能継承
自動化
セル生産
作業者中心
設備中心

ICT
IoT
スマート技術

国際分業化と協⼒

グローバリズム

先進国と開発

途上国の調和

先進国の和

開発途上国間の問題

総人口の減少

年齢構成の変化
労働時間の短縮

労働の質の変化

ニーズの多様化

個性の表現

価値観の推移

伝統、文化の価値

地球温暖化

資源の節約

エネルギの限界

自然の生態系との調和

エンジニアリングチェイン効率化
サプライチェイン効率化
製造業のサービス化

固有技術の進化

ICTの発展／ソフトウェアの充実

自動化技術・安全技術

知能化技術

集中技術→分散技術

生産システムを取り巻く諸環境
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第4の産業革命（Industry 4.0）

第1次（18～19世紀） 機械化

大量生産の始まり

分業化された労働および電力の利用

水力・蒸気機関を活用した機械製造設備の導入

（英国での繊機の発明）

電子機器およびIT技術の活用による自動生産の

促進

CPS（サイバー・フィジカル・システム），IoTを活用し，個別

大量生産の実現＋コストの最小化

第2次（19世紀後半） 電力の活用

第3次（20世紀後半） 自動化

第4次（21世紀） スマートファクトリー
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生産システムのICT技術の進展



ICT技術による新たなビジネスサイクルの出現
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出典：ものづくり白書2015年



7

CIM-OSA(1980年後半～1990年前半)

CIM Open System Architecture by ESPRIT (European Strategic 

Program on Research in Information Technology)

RAMI4.0 (2015～)

Reference Architecture Model Industrie 4.0

第3の産業革命時代

（研究者中心）

第4の産業革命

（産学官連携+標準化）

CIM Reference model(1989)

ISO/TR10314

生産システムのリファレンスモデル

（出典：Umsetzungsstrategie Industrie 4.0）



8

IoTは未考慮

外部とのつながりは未考慮

RAMI4.0 (2015～)

Reference Architecture Model Industrie 4.0

第3の産業革命時代

（研究者中心）

第4の産業革命

（産学官連携+標準化）

CIM Reference model(1989)

ISO/TR10314
（出典：Umsetzungsstrategie Industrie 4.0）

MAP（Manufacturing Automation Protocol)

ISO9506（1990）

◆他企業、他工場のつながりを考慮

◆標準規格を取り入れ実現し易い環境を考慮

◆IoTを意識

Hierarchy Levelsのリファレンスモデル比較



生産システムにおけるCPS：CPPSの現状・将来展望は？
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背景・目的・活動指針

【背景】

• 製造業におけるCPS(CPPS)の議論を進めていく中で、⽇本がその強みを活かして将来的にものづくり
で戦っていくためには、Industry 4.0, IIC 等に対する技術ビジョン、ものづくり戦略を打ち出していか
なければならない。

• IoT、AI、Robotics などの要素技術が進展する中、CPPSとは何か、どのような方向で技術探求を進
めていくべきか求められており、その指針を打ち出す必要がある。

• CPPSの適用が期待され、拡大が叫ばれる中、CPPSの可能性や将来ビジョンについては、技術的な方
向性や展開指針が明確に打ち出されていないのが現状である。

【本研究分科会の目的】

• CPPSとは何か、そのコンセプトと位置づけを明確にするとともに、それを支える要素技術を明らかにする。

• I4.0、IIC等を推進する欧⽶とは異なる⽇本のものづくりの本質的な強さを意識し、今後の要素技術
の展開、また、製造業の展開を視野に入れ、CPPSのリファレンスモデルを提示する。

【活動指針（戦略）】

• 本分科会は技術の視点で調査と探究を⾏い、CPPSの展開に向けての技術ビジョン提示を担う。

• 活動は技術調査、ビジョン策定を中心として、個別テーマ毎に専門家による講演と、参加メンバーの
ディスカッションによるビジョン策定を積み上げ、最終報告書へ盛り込んでいく。

• 参加メンバーは基本的に本領域に知⾒を持つ専門家で構成される少⼈数制とし、講演と連携する
ディスカッションで円卓会議を実施する。
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CPPSの基本的な認識

• 製造業のためのダイナミックなエコシステム

• ヘテロジニアスなフィジカル空間の要素をサイバー空間へバーチャル化

• サイバー空間でのインター・オペラビリティを獲得

• サイバー空間とフィジカル空間を同期化することによる全体最適を実現

12

サイバー空間

フィジカル空間

全体最適

バーチャル化
同期化Smart Machine



CPPSに関する本質的認識の議論

• CPPSは要素技術、固有技術ではない。ものづくりに関わる様々な外部要因（社
会環境、自然環境、ものづくり技術環境、基盤技術環境、労働環境、国際環
境）によって形成される、ものづくりマネジメントのためのシステム技術である。

• つまり、産業や地域、時代などの状況によって形作られていく「ものづくりマネジメント」
のパラダイムを支える「ものづくりシステム・コンセプト」であり、それに関わる外部要因、
それぞれの進歩、状況変化と同期して新たなパラダイムへと展開する。
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CPPSモデル
ものづくりシステムコンセプト
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グローバル生産のCPPSモデル
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環境対応のCPPSモデル
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機械中心・人中心・人と機械協調のCPPSモデル
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要素技術とCPPSモデルの関係
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CPPS
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CPPSモデルの適用範囲の拡大
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CPPSモデルの対象と変化

• CPPSが外部要因によって形作られるものとするならば、時代によってそのCPPSモ
デルも変化していく

• Industrie4.0 から Society 5.0 などへのパラダイムシフトを通底するシステムコ
ンセプトとなっていくのか︖

20

CPPSCPPS

Society 5.0

Industrie 4.0

機械中心のCPPS

人中心のCPPS

人と機械協調のCPPS

環境対応のCPPS

グローバル生産のCPPS
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本分科会と他の研究活動との位置づけ
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IVI
RRI

IoT推進ラボ

日本機械学会

生産システム部門

つながる工場

研究分科会

活動モデルの追及と

適用検証

技術ビジョンと

技術検証

METI

広く産業界

つながるサイバー工場

CPPS研究分科会

技術ビジョン提言
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議論・取りまとめの進め方案
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テーマ講演 ディスカッション

取りまとめ

次回テーマの提示

テーマ講演 ディスカッション

取りまとめ

次回テーマの提示

テーマ講演 ディスカッション

取りまとめ

次回テーマの提示

取りまとめ

委員会

委員会

委員会

テーマ決定
テーマ設定

ディスカッション

各委員からの

テーマ提案

8/19の研究分科会

テーマ（CPPSモデル）
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今後のスケジュール案

• 第1回 2016年6月24日（⾦）14時〜17時 東京都新宿区

• ⽣産システム⾒える化展 2016年7月20日（水）11時〜 東京ビッグサイト

• 第2回 2016年8月19⽇（⾦）14時〜17時 東京

2016年8月26日（⾦）14時〜17時 日本機械学会会議室

• 第3回 2016年10月21日（⾦）14時〜17時 東京

• 第4回 2016年12月16日（⾦）14時〜17時 東京

• 第5回 2017年1月13日（⾦）14時〜17時 東京

• 日本機械学会生産システム部門講演会 2017年3月16日（木）埼玉大

• 第6回〜第10回 未定
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ご清聴ありがとうございました

hibino@rs.tus.ac.jp


